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〈編集後記〉 
　低温センター豊中分室のヘリウム液化装置は平成１５年に設置され、稼働後今年度で９

年目を迎えています。ヘリウム液化に携わる職員のみなさんの日々の厳しい管理と設備の

維持のおかげで現在も順調に供給を行っています。実は利用者の立場では見えないことで

すが、液化用コンプレッサーの冷却装置の能力が低下していたり、２基ある回収ヘリウム

ガス用ガスバッグの１基が老朽化で穴が開き、現在残りの１基でなんとかやりくりしてい

たり、設置１０年を前に少しずつ疲れが見え始めてきました。設備整備に関するマスター

プランでは、豊中分室の液化装置は平成２６年度（２０１４年度）に更新を予定しています。 

　さて、前置きが長くなってしまいましたが、今回も前回に引き続き「大阪大学“飛翔３０”

若手プログラム特集号Ⅱ」をお届けします。飛翔３０から、Ｘ線構造解析の最先端技術を

駆使した表面原子配置の研究、エレガントな方法でナノ電極を作り、１分子接合の温度を

測定する研究、弱い van der Waalsを巧みに操る分子配列の制御に関する研究、有機合成

化学の手法を基盤とした生細胞の非侵襲的イメージングに関する研究の４件。また理学研

究科の花咲先生には先生がこれまで在籍された大学での低温センター事情をご紹介いただ

きました。今回も内容盛りだくさんな低温センターだよりをお楽しみください。 

（竹内徹也） 

大阪大学低温センターだより　第１５６号 

平成２３年１０月　発行 

編集責任者　　北 　 岡 　 良 　 雄 

発　行　者　　大阪大学低温センター 

　　　　　　　吹田分室　　大阪府吹田市山田丘２番１号 

　　　　　　　　　　　　　　電話（０６）６８７９－７９８５ 

　　　　　　　豊中分室　　大阪府豊中市待兼山町１番１号 

　　　　　　　　　　　　　　電話（０６）６８５０－６０９０ 

　　　　　　　事  務  室　　大阪府吹田市山田丘２番１号 

　　　　　　　　　　　　　　電話（０６）６８７９－４６８３ 

 

印　刷　所　　阪東印刷紙器工業所 

　　　　　　　　　　　　　大阪市福島区玉川３丁目６番４号 

　　　　　　　　　　　　　　電話（０６）６４４３－０９３６（代表） 



No. 156

目　　　　　　　次 

表紙説明：“飛翔 30”若手プログラム特集の 4編から、それぞれ特徴的な図面を並べてデザイン

した。詳細は本文を参照。 
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